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1
1
短
工
期
で
汚
染
物
質
分
解
1
1

麗
麟
馨
適
合
確
認
を
取
得

　
鹿
島
を
は
じ
め
と
す
る
9

社
グ
ル
ー
プ
は
、
　
「
4
種
の
「

油
分
解
菌
を
用
い
た
土
壌
浄

化
工
法
」
を
開
発
、
経
済
産

業
省
と
環
境
省
の
定
め
る

「
微
生
物
に
よ
る
バ
イ
オ
レ

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
指

針
」
の
適
合
確
認
を
取
得
し

た
。
分
解
効
率
の
良
い
微
生

物
を
導
入
す
る
工
法
の
た

め
、
従
来
の
土
壌
中
に
棲
息

す
る
微
生
物
を
利
用
し
た
工

法
と
比
較
し
て
、
短
い
工
期

で
汚
染
物
質
を
分
解
で
き

る
。

油
漏
れ
に
よ
る
土
壌
や
地

下
水
汚
染
の
状
況
は
幅
広

く
、
種
々
の
浄
化
技
術
を
組

み
合
せ
て
対
策
が
取
ら
れ
て

い
る
。
バ
イ
オ
・
ジ
ェ
ネ
シ

ス
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
　
ジ
ャ

パ
ン
、
鹿
島
、
ケ
ミ
カ
ル
グ

ラ
ウ
ト
、
建
基
興
業
、
大
興

物
産
、
地
崎
道
路
、
東
電
環

境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
日

本
基
礎
技
術
、
日
本
国
土
開

発
の
9
社
グ
ル
ー
プ
は
、
微

生
物
に
よ
る
バ
イ
オ
レ
メ
デ

ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
着

目
、
環
境
へ
の
影
響
が
少
な

く
、
確
実
・
経
済
的
に
実
行

で
き
る
技
術
と
し
て
、
国
内

初
と
な
る
、
外
部
で
培
養
さ

れ
た
有
用
な
微
生
物
を
用

い
て
有
害
物
質
を
分
解

し
、
土
壌
や
地
下
水
の
浄
化

を
行
う
「
バ
イ
オ
オ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
を
開
発

し
、
「
微
生
物
に
よ
る
バ
イ

ォ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

利
用
指
針
」
の
適
合
確
認
を

取
得
し
た
。

　
同
工
法
の
主
な
特
徴
は
、

軽
油
か
ら
重
油
ま
で
の
各
種

の
鉱
物
由
来
油
及
び
ベ
ン
ゼ

鹿島ら9社

ン
を
効
率
的
に
分
解
す
る
た

め
に
米
国
で
開
発
さ
れ
た

「
4
種
の
油
分
酸
菌
を
配
合

し
た
微
生
物
剤
」
を
用
い
て
、

油
に
よ
る
土
壌
や
地
下
水
の

汚
染
を
浄
化
す
る
こ
と
。
4

種
の
油
分
解
菌
は
、
米
国
A

T
C
C
で
格
付
け
さ
れ
た
安

全
性
基
準
B
S
L
　
1
を
満

足
す
る
微
生
物
。

　
掘
削
し
た
汚
染
土
壌
を
、

現
位
置
に
設
け
た
浄
化
ヤ
ー

ド
で
浄
化
す
る
だ
け
で
な

く
、
敷
地
の
広
さ
に
条
件
が

あ
る
場
合
は
、
別
途
設
け
た

浄
化
ヤ
ー
ド
に
運
搬
し
、
浄

化
を
行
う
こ
と
も
可
能
。
通

常
の
油
汚
染
土
壌
は
一
～
3

か
月
で
、
二
酸
化
炭
素
と
水

に
分
解
で
き
る
。
ま
た
、
一

般
的
に
は
微
生
物
処
理
で
は

難
し
い
と
さ
れ
る
高
濃
度
の

油
汚
染
土
壌
（
含
有
量
5
0

0
0
～
5
万
m
g
／
k
g
）

も
浄
化
で
き
る
。

　
浄
化
さ
れ
た
土
壌
は
、
通

常
の
土
壌
と
し
て
、
各
種

分
野
で
の
再
利
用
が
可

能
。
同
工
法
の
場
合
、
運
搬

費
用
や
処
理
費
用
の
削

減
、
浄
化
工
期
の
短
縮
に
よ

る
工
程
の
短
縮
等
、
総
合
的

に
み
て
安
価
な
工
法
と
な

っ
て
い
る
。

　
鹿
島
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
9
月
2
日
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
る
「
2
0
1
1
地

球
環
境
保
護
　
土
壌
・
地
下

水
浄
化
技
術
展
」
に
出
展
、

同
技
術
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。


